
 

２０１９年度「オリンピック・パラリンピック・ムーブメント全国展開事業」 

事業実施報告書 

 

 

 

道府県・政令市名【長野県】 

学校名【長野県伊那養護学校】 

１実践テーマ Ⅰ ･ Ⅱ ･ Ⅲ ･ Ⅳ ･ Ⅴ（複数選択可）  

２実施対象者 

 

（学年･人数） 

学校名（長野県伊那養護学校） 

 小学部： ６５名 

 中学部： ６０名 

 高等部：１１２名   合計２３７名 

 

３展開の形式 （１） 学校における活動  

① 教科名（総合的な学習の時間、体育） 

② 行事名（親子レクでの実施） 

③ その他（       ） 

（２） 地域における活動 

① イベント名（パラウェーブNAGANOカップ出場） 

② その他  （        ） 

 

４ 目 標  

 （ねらい） 

・パラリンピック種目のボッチャを通して、スポーツに対する

興味・関心を高めスポーツを楽しむ心を育成する。 

 

５ 取組内容 ・児童生徒対象にボッチャについての講習会を行い、ボッチャと

いうスポーツを理解する。 

・体育等でボッチャを体験し、慣れ親しむ。 

・希望者を対象とするが、ボッチャの競技会に参加し、競技とし

てのボッチャの楽しさを感じる。 

  

【加藤さんより指導を受けているところ】 

 

 
 

 

Ⅰ スポーツ及びオリンピック、パラリンピックの意義や歴史に関する学び 

Ⅱ マナーとおもてなしの心を備えたボランティアの育成 

Ⅲ スポーツを通じたインクルーシブな社会（共生社会）の構築 

Ⅳ 日本の伝統、郷土の文化や世界の文化の理解、多様性を尊重する態度の育成 

Ⅴ スポーツに対する興味・関心の向上、スポーツを楽しむ心の育成 



６ 主な成果 

 

・ボッチャにはじめて触れるお子さんも多く、ボッチャの楽し

さを多くのお子さんが感じることができた。 

・今回の体験をしたことで、ボッチャの楽しさを知り、教室に

コートを作って日常的にボッチャに親しむクラスもある。ス

ポーツがより身近なものとなった。 

・ランプを使うことで、普段は一緒に運動に取り組むのが難し

い仲間とも一緒にボッチャを楽しむことができ、仲間と一緒

にやる活動の幅が広がった。 

・講習会後に、パラウェーブNAGANOカップ南信大会に出場し、

３位となり県大会出場を決めた生徒もいた。 

 

７実践において

工夫した点 

（事業の特色） 

・ボッチャセットを３セット南信教育事務所から事前に長期間

お借りできたことで、時間にとらわれず日常的に取り組むこ

とにつながった。また、今回の講習会には間に合わなかった

が、この事業に関わって配付していただいた３セットを使っ

て、今後も日常的に取り組めそうでありがたい。 

・パラリンピックのメダリストの加藤さんに教えて頂くこと

で、自分たちもパラリンピック種目、正式なスポーツに取り

組んだという実感が持てた。 

・校内の複数箇所に事前にコートを描いておいたことで、休み

時間など、授業以外の場でも気軽に取り組めたり、授業とし

て準備の負担感なく取り組めたりした。今後も常設予定であ

る。 

 

８主な課題等 ・今回、簡易版のボッチャセットを頂いたが、大会に出るには

規格が違いすぎるため、もう少し良い「縫い合わせのボール」

を頂けるとよりありがたい。 

・コートを作成するためのラインテープが必要だったが、予算

措置されなかったので学校予算で買って頂いた。ボールと共

にラインテープは必要な物なのでそこまで予算化していた

だけるとよりありがたかった。 

 

９来年度以降の

実施予定 

・今後とも日常的にボッチャに取り組んでいく予定 

 


